
社同

大

大
津
の
今
昔

丑
琶
湖
上
の
春
ま
さ
に
礬
れ
ん
と
す
る
時
、
近
江

の
人
と
共
に
惜
し
ん
だ
芭
蕉
の
句
に
、

行
く
春
を
近
江
の
人
と
惜
し
み
け
る

が
あ
る
が
、
そ
の
句
の
首
都
大
謬
人
Π
十
万
を
有

し
、
昔
、
天
契
皇
の
火
津
京
に
始
ま
り
、
そ
の
後

昔
、

「
百
艘
豁
」
の
特
権
(
湖
上
支
配
権
)
を
も
つ
北
国

米
の
陸
松
、
京
極
氏
の
城
下
町
、
近
批
で
は
殊
海

道
厶
十
三
次
の
誤
、
米
相
場
が
北
ち
、
小
大
阪
と

い
わ
れ
る
商
誘
中
心
地
(
こ
の
鶴
商
人
が
姦

し
一
甥
山
を
剛
人
、
晒
を
券
し
、
大
津
市
の
一
大

[
京
観
と
な
て
い
る
カ
ッ
ト
参
照
)
と
い
わ
れ
九
。

喫
1
・
一
醜
・
文
化
の
中
心
は
旧
大
津
で
、
新
し
く

城
ド
町
)
鷹
所
の
住
宅
地
を
加
え
、
さ
ら
に
工
謙
地

域
(
東
レ
、
竹
人
猫
気
の
工
場
)
も
密
し
た
。

市
内
に
は
翻
川
の
渓
流
に
臨
む
才
山
寺
、
芭
奮

幻
儒
、
木
曽
義
仰
・
芭
務
条
あ
驫
川
寺

日
'
"
郡
、
排
琴
ラ
ジ
ウ
ム
鉱
泉
な
ど
名
一
抄
旧
跡
が

多
く
、
歴
史
上
は
、
有
名
な
大
津
郡
が
あ
っ
九
。

こ
れ
は
一
八
九
一
年
ロ
シ
ャ
の
皇
太
子
が
大
津
市
を

辿
過
中
、
讐
沖
田
姦
が
き
り
つ
け
、
時
の
大
審氏

院
長
児
島
黛
1
、
輪
に
条
文
が
な
い
の
で
、

イ
一

W
刑
書
一
し
一
、
司
法
権
の
独
'
¥
守
っ
張
件

で
山
る
。
こ
9
 
、
、
な
過
去
の
歴
史
を
背
後
に
持
っ

た
大
津
は
、
そ
の
後
、
飛
躍
的
に
溌
展
を
遂
げ
た

大
津
と
同
志
社
人

刷
志
社
人
の
活
躍
は
、
教
会
を
ホ
心
と
し
て
語
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
毎
日
曜
の
朝
タ
、
識
義
の
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
り
鞍
い
て
く
る
。
こ
れ
は
大
畿
会
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
牧
名
は
、
中
村
利
雄
牧
師
で
、
信
徒

二
百
五
十
名
を
持
ち
、
教
勢
益
々
盛
ん
で
あ
る
。
彼

は
、
文
才
豊
か
で
、
毎
週
発
行
の
『
福
音
週
報
』
の

一
文
を
器
す
る
と
、
『
庭
さ
き
の
沈
丁
花
が
あ
の

あ
ま
っ
た
ろ
い
芳
香
を
あ
た
り
に
兆
散
さ
せ
て
、
私

共
阜
匙
は
せ
て
い
ま
し
九
が
、
こ
の
二
、
三
口
倫

で
兇
る
か
げ
も
な
く
惰
な
い
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
九
。
ま
こ
と
に
「
に
っ
く
い
雨
!
」
で
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
情
け
な
い
姿
の
*
か
ら
す
で
に
光
沢
の

あ
る
緑
の
新
芽
が
顔
゛
嵐
し
始
め
て
ぃ
ま
す
こ
の

か
ん
木
の
中
に
'
補
し
て
い
る
い
の
ち
は
折
角
咲
い
て

い
た
花
を
雨
や
嵐
で
台
な
し
K
さ
れ
ま
し
え
が
、
次

ぎ
な
る
も
の
の
姿
勢
を
ち
ゃ
ん
と
警
て
い
る
の
で

す
。
私
は
や
が
て
勢
い
よ
く
削
え
い
で
ろ
新
緑
の
す

が
す
が
し
さ
に
心
が
洗
わ
れ
ろ
そ
の
口
の
一
昌
び
を
想

像
す
ろ
と
き
、
こ
の
「
に
っ
く
い
雨
」
の
あ
し
音
が

さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
北
・
・
:
:
」
一
L
の
文

に
は
信
仰
の
忍
耐
と
、
一
歩
で
も
前
迅
し
北
い
沈
]

^
の
^
^
叩
の
え
く
ま
し
さ
を
^
心
じ
と
る

11Ⅱ"""ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ"""Ⅱ"1t"Ⅱ""Ⅱ""ⅡⅡ"Ⅱ"""

歴史散歩

^
.0、

小村健蔵
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白
玉
卿
に
六
沈
県
、
瞥
教
会
が
勗
り
、
そ
の
し

者
に
、
大
正
の
未
期
に
膳
所
中
学
の
教
雫
あ
っ
た

胴
石
福
次
郎
氏
が
お
ら
れ
九
。
同
氏
は
八
十
歳
を
越

そ

さ
れ
、
友
人
に
「
私
も
名
実
共
に
八
十
(
張
)
に

に
な
り
ま
し
九
」
と
語
っ
九
そ
う
で
、
当
時
、
馬
場

基
督
青
年
会
で
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
の
通
訳
(
五
月
七

日
に
昇
天
し
九
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス

両
氏
担
当
)
の
労
を
と
り
、
人
f
街
、
撚
側

近
に
、
黒
社
予
科
教
授
と
な
っ
北
。
平
芦
竺
牧

郎
を
助
け
、
大
丸
で
英
語
教
授
を
し
て
教
会
に
多
纐

の
献
金
を
さ
れ
た
よ
う
だ
。
風
会
の
袈
の
時
代

に
は
芬
都
よ
り
牧
野
虎
次
ネ
割
珀
松
、
中
J
木

助
の
諸
氏
な
奨
昭
和
三
年
に
工
賀
一
.
万
円
を
投

じ
て
火
津
伺
胞
教
会
が
設
立
、
昭
和
九
年
に
呪
在
の

中
村
牧
師
が
阜
津
よ
り
来
住
、
教
会
の
謬
と
し
て

論
裳
が
W
 
当
時
、
乳
鞍
需
の
中
村

纂
十
大
教
授
が
授
業
を
担
当
、
終
戰
後
、
:
井
寺

f
の
ニ
ッ
プ
宅
に
て
ハ
ツ
ラ
ー
、
ト
ー
ヤ
ー
、
ゲ
リ

ソ
ン
宣
教
師
に
ょ
る
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
が
開
か
れ
、

筆
者
も
通
腎
労
を
執
り
、
紫
者
の
中
に
文
〕
添

の
秋
山
健
調
、
北
垣
景
十
夫
人
が
い
九
。

さ
ら
に
同
を
わ
政
ガ
・
"
こ
転
十
る
L
」
、
県
副
汎

j
に
喫
村
悦
造
氏
(
昭
和
六
年
、
高
商
)
が
敏
施
を

振
っ
て
い
る
。
以
前
、
大
泙
市
<
謹
長
動
め
、
現

在
は
妙
の
浮
儒
と
い
わ
れ
る
橋
長
一
三
万
C
米
の
火

*
y
を
,
総
1
寸
数
意
、
 
1
喜
物
を
高

で
.
分
、
さ
れ
よ
う
と
し
、
 
J
獣
大
、
削
水
の
水
を
。
ハ
イ

フ
系
阪
神
へ
送
水
の
計
西
、
砥
誘
致
な
ど
数
々

の
,
.
<
汎
業
に
着
手
し
て
い
る
。
珍
ら
し
い
人
物
と
し

て
は
大
津
絵
の
収
集
象
と
し
て
打
窯
斧
桐
修
三

氏
(
側
和
三
年
、
火
英
'
¥
)
で
、
、
水
く
大
泳
市
役
所

に
勤
め
、
拶
滋
賀
県
県
一
館
員
と
し
て
、
か
九
わ
ら

民
玄
に
長
じ
、
大
津
絵
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
は
元

h
蒔
代
に
盛
ん
な
塁
品
で
、
藤
娘
、
鬼
の
念
仏
な

ど
、
胡
粉
と
泥
絵
具
で
戯
画
法
で
血
い
九
も
の
で
、

彼
は
禽
今
の
火
津
絵
を
鉄
め
て
、
か
っ
て
製
覧
会
も

開
い
九
。

失
叉
界
で
は
器
ル
専
門
の
琵
島
獄
会
礼
々
心

黒
"
寛
一
氏
(
大
正
十
四
年
、
大
法
卒
)
が
例
゛
.
ち
、

援
、
ス
ー
パ
ー
.
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
津
需
の
第

一
歩
と
し
て
、
「
田
瑞
」
の
名
の
下
に
誓
た
る

一
益
物
を
建
設
し
六
田
中
做
一
郎
氏
(
昭
和
十
九

年
、
大
法
卒
)
を
枇
し
て
は
な
ら
ぬ
。
大
減
克

の
客
在
条
め
、
門
前
市
を
な
す
の
繁
談
り
で
あ
る
。

学
界
で
は
、
人
材
に
乏
し
い
が
、
県
需
史
専

円
の
徐
貞
夫
(
火
正
十
四
年
、
大
怒
)
、
永
く
刺

熊
釘
行
に
勤
務
、
終
戦
後
県
下
の
銀
行
に
勤
め

相

系
行
曾
論
」
翁
述
出
版
し
た
誤
正
一
氏
(
大

正
十
年
、
人
法
卒
)
、
滋
灸
火
学
化
は
前
に
勝
田
孝

興
氏
、
現
在
、
広
田
済
氏
が
い
る
。
ま
た
、
火
津
市

奥
に
深
い
関
係
の
あ
る
人
は
、
市
史
三
巻
を
數
筆
し

た
文
学
都
の
秋
W
三
氏
で
、
同
氏
は
昭
和
十
五
年

ま
で
を
執
笹
し
た
。
ぎ
子
の
園
敕
三
氏
も
膳
所
中
学

川
身
で
あ
る
"
H
 
人
叫
よ
り
辿
子
し
て
い
た
人

小
1
、

、

1

し

に
而
女
^
^
ツ
.
、
加
^
^
鯛
^
、
^
山
^
阪
^
^
^

授
の
磯
川
治
氏
の
力
需
が
浮
か
ん
で
く
る
。

感
慨
無

腎
 
1
返
1
 
一
ブ
カ
「
六
津
の
田
を
豹
過
ぎ
た
る

^
^
カ
^
^
々
と
し
^
L
^
,
ム
^
尽
^
凹
^
、
^
^
る
[
」
^

色
誠
に
:
嵩
誇
は
述
べ
鄭
し
」
京
"
い
て
い
る
が
、

リ
存
の
人
汁
は
逢
坂
山
の
ト
ン
ネ
ル
を
山
る
と
閻
も

な
く
火
獣
で
、
速
く
琵
琶
の
水
新
日
に
映
え
て

き
ら
き
ら
し
て
い
ろ
。
倒
を
山
手
に
由
け
る
と
、
ず

ら
り
と
那
ん
だ
文
化
住
宅
、
そ
の
向
う
に
一
条
の
線

力
瀬
田
に
延
び
て
い
る
の
が
、
*
物
と
な
っ
た
名
柳

]
艇
自
動
忠
路
で
、
そ
の
幾
何
学
的
畏
小
は
、
昔

と
趣
を
興
に
し
て
い
る
市
な
り
介
、
つ
山
々
や
、
新

森
な
ど
で
ぃ
い
那
刃
で
あ
、
ハ
・
か
、
井
一
年
、
美
し
い
山

々
は
、
醜
仏
を
山
肌
に
さ
ら
し
、
霊
峠
比
叡
の
変
貌

二
一
ト
ノ
ζ
に
つ
け
"
ω
Π
熊
D
ま
ま
の
姿
昂
貫
味
し

之
^
゛
に
と
っ
^
L
^
^
一
、
し
な
ら
な
い
^
は
、
^
^
側
^
、
、
^

で
あ
ろ
、
つ
か
。

(
難
所
学
都
教
受
・
謡
游
芙
語
)
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